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今
、
必
死
に
な
っ
て
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
だ
が
、
日
付
は

四
月
一
日
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
以
下
に
書
く
こ
と
は
全
部
嘘
で
あ
る

か
ら
そ
の
つ
も
り
で
。
え
？
　
四
月
一
日
で
な
く
て
も
ど
う
せ
嘘
か

で
た
ら
め
し
か
書
か
な
い
だ
ろ
う
っ
て
？
　

そ
う
で
す
。

さ
て
。

寒
い
冬
も
過
ぎ
、
そ
ろ
そ
ろ
初
夏
の
声
を
き
く
頃
に
な
り
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
春
夏
秋
冬
、
四
季
の
別
が

あ
る
の
は
日
本
だ
け
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ
季
節
の
移

り
変
わ
り
が
あ
る
ん
で
す
な
。
初
夏
と
い
う
概
念
は
イ
ン
ド
に
も
あ
り
、

古
代
イ
ン
ド
の
あ
る
王
様
は
、
あ
る
朝
、
目
覚
め
た
と
き
に
、
風
の
匂

い
で
初
夏
の
到
来
を
感
じ
、「
あ
、
初
夏
」
と
思
わ
ず
叫
ん
だ
そ
う
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ　
れ　
が　
の　
ち　
の　
「　
あ　
、　
初　
夏　
」　
王　
だ　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
ご　
ざ　

い　
ま　
す　
。　

こ
う
い
う
季
節
に
は
、
日
本
人
な
ら
誰
し
も
頭
に
浮
か
ぶ
一
句
が

ご
ざ
い
ま
す
ね
。
え
ー
と
、
ど
ん
な
ん
で
し
た
か
な
。
ど
忘
れ
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
な
ん
か
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
を
詠
ん
だ
句

で
し
た
っ
け
。

「
ア
ニ
メ
を
ば
…
…
」
ち
が
う
な
。「
ア
ニ
メ
…
…
」
あ
、
ア
ニ
メ
を
ば
、

じ
ゃ
な
く
て
、
メ
ニ
ア
を
ば
で
し
た
。
失
礼
し
ま
し
た
。
目
に
青
葉
、

山
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
初
ガ
ツ
オ
。
初
ガ
ツ
オ
か
何
か
で
一
杯
き
ゅ
ー
っ
と

い
き
た
い
で
す
な
。
カ
ツ
オ
の
叩
き
の
一
番
お
い
し
い
食
べ
方
を
ご
存

じ
で
す
か
。
カ
ツ
オ
の
叩
き
を
油
で
揚
げ
る
ん
で
す
わ
。
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叩
き
揚
げ
ち
ゅ
う
て
ね
。
お
も
ろ
な
い
？

え
？
　
ま
だ
四
月
だ
っ
て
？
　
初
夏
に
は
だ
い
ぶ
早
い
？
　

そ　
、　
そ　
う　
言　
わ　
れ　
れ　
ば　
…　
…　
で　
も　
、　
雑　
誌　
と　
か　
は　
ど　
れ　
も　
五　
月　
号　
が　
出　
て　

ま　
す　
か　
ら　
…　
…　
。　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
、
邪
馬
台
国
の
住
人
は
、
み
ん
な
煙
草
を
吸
わ
な

か
っ
た
と
い
う
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

昔
か
ら
よ
う
言
い
ま
ん
が
な
。「
ヤ
マ
タ
イ
人
に
禁
煙
パ
イ
ポ
」
…
…

ご
ま
か
す
な
っ
。

そ　
う　
い　
え　
ば　
、　
こ　
な　
い　
だ　
「　
ミ　
ス　
テ　
リ　
マ　
ガ　
ジ　
ン　
」　
の　
「　
デ　
ィ　
ク　
ス　
ン　
・　

カ　
ー　
特　
集　
」　
と
い
う
の
に
エ
ッ
セ
イ
を
書
き
ま
し
た
が
、
秋
の
夜
長
に

ミ
ス
テ
リ
を
読
む
と
い
う
の
は
な
か
な
か
よ
ろ
し
い
で
す
な
。
え
？

だ
か
ら
、
ま
だ
四
月
だ
っ
て
？
　
だ
ー
か
ー
ら
ー
、
こ
れ
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ん
だ
か
ら
、
初
夏
に
読
む
人
だ
っ
て
い
る
し
、
秋
に
読
む
人

だ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

ミ　
ス　
テ　
リ　
と　
い　
え　
ば　
、　
カ　
ー　
、　
ク　
リ　
ス　
テ　
ィ　
と　
並　
ぶ　
巨　
匠　
に　
エ　
ラ　
リ　
イ　
・　

ク　
イ　
ー　
ン　
が　
い　
ま　
す　
。　
こ　
れ　
は　
、　
マ　
ン　
フ　
レ　
ッ　
ド　
・　
リ　
ー　
と　
フ　
レ　
ッ　
ド　
・　

ダ　
ネ　
イ　
と　
い　
う　
二　
人　
の　
従　
兄　
弟　
の　
合　
作　
ペ　
ン　
ネ　
ー　
ム　
で　
、　
マ
ン
フ
レ
ッ

ド
・
リ
ー
の
ほ
う
は
早
く
に
亡
く
な
っ
た
ん
で
す
が
、
フ
レ
ッ
ド
・
ダ

ネ
イ
の
ほ
う
は
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ス
ト
や
雑
誌
編
集
者
と
し
て
も
大
活
躍
し

ま
し
た
。
ダ
ネ
イ
が
編
ん
だ
有
名
な
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
「
黄
金
の
１
３
」

と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
つ
ま
り
ミ
ス
テ
リ
史
上
最
も

す
ば
ら
し
い
と
ダ
ネ
イ
が
考
え
た
１
３
本
の
短
編
を
集
め
た
も
の

で
、
ま
さ
に
珠
玉
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
す
な
。
ダ
ネ
イ
は
８
２
年

に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ　
の　
死　
の　
直　
前　
に　
、　「　
黄　
金　
の　
１　
３　
」　
を　
超　
え　
る　

ア　
ン　
ソ　
ロ　
ジ　
ー　
を　
企　
画　
し　
て　
い　
た　
こ　
と　
は　
フ　
ァ　
ン　
の　
間　
で　
は　
有　
名　
で　
す　
。　

タ
イ
ト
ル
も
決
ま
っ
て
い
て
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
１
３
」
と
い
う
題
名

に
な
る
予
定
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ダ
ネ
イ
は
そ
の
頃
、
カ
ン
ジ
ダ
皮
膚

炎
に
罹
っ
た
り
、
と
き
お
り
胃
痙
攣
を
起
こ
す
な
ど
、
か
な
り
体
調
が

悪
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
あ
る
雑
誌
に
こ
の
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
１
３
」
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に
関
す
る
ダ
ネ
イ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
載
っ
て
い
た
の
で
一
部
を
転
載

し
ま
し
ょ
う
。

「
フ
レ
ッ
ド
・
ダ
ネ
イ
さ
ん
、
今
度
出
る
と
い
う
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
１
３
』
で
す
が
、
ど
ん
な
作
品
が
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
か
」

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ダ
ネ
イ
…
…
」

「
え
？
」

「　
あ　
あ　
ー　
、　
予　
感　
は　
本　
物　
。　
あ　
あ　
ー　
、　
う　
ま　
く　
言　
え　
な　
い　
け　
れ　
ど　
、　
宝　
物　
だ　
よ　
」　

「
あ
の
…
…
つ
ま
り
、
す
ば
ら
し
い
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
な
る
と
い
う

予
感
が
し
た
け
れ
ど
、
そ
の
予
感
は
本
物
だ
っ
た
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

の
よ
う
な
珠
玉
の
作
品
が
集
ま
り
、
細
か
い
説
明
は
し
に
く
い
け
れ
ど
、

ま
さ
に
宝
物
だ
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
」

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ダ
ネ
イ
…
…
」

「
い
ろ
い
ろ
編
集
時
の
ご
苦
労
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
た
し
か

作
業
中
に
皮
膚
炎
に
な
っ
て
い
た
と
か
」

「
そ
の
と
き
カ
ン
ジ
ダ
…
…
」

「
カ
ン
ジ
ダ
皮
膚
炎
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」

「
う
ま
く
い
え
な
胃
痙
攣
ど
ー
」

「
胃
痙
攣
も
起
こ
し
て
い
た
ん
で
す
ね
」

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ダ
ネ
イ
…
…
」

「
も
う
え
え
ち
ゅ
う
ね
ん
」

ミ　
ス　
テ　
リ　
の　
帝　
王　
と　
言　
わ　
れ　
た　
エ　
ラ　
リ　
イ　
・　
ク　
イ　
ー　
ン　
の　
片　
割　
れ　
の　
、　

意　
外　
な　
日　
本　
ポ　
ッ　
プ　
ス　
好　
き　
が　
わ　
か　
っ　
て　
興　
味　
深　
い　
イ　
ン　
タ　
ビ　
ュ　
ー　
だ　
っ　
た　
。　

と　
い　
う　
よ　
う　
な　
で　
た　
ら　
め　
を　
書　
い　
て　
い　
る　
と　
、　
ク　
イ　
ー　
ン　
フ　
ァ　
ン　
か　
ら　

文　
句　
が　
出　
る　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
が　
、　
そ　
ん　
な　
こ　
と　
は　
当　
方　
は　
感　
知　
し　
な　
い　
。　

「　
と　
っ　
た　
ら　
も　
ぎ　
取　
り　
」　
な　
の　
で　
あ　
る　
。　
◇

「
さ
あ
、
評
判
、
評
判
。
時
代
小
説
の
第
一
人
者
池
波
正
太
郎
先
生
の

代
表
作
『
剣
客
商
売
』
で
す
ば
い
」
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「
お
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
見
せ
物
小
屋
が
あ
る
。
お
い
、
お
に
い
さ
ん
、

一
人
な
ん
ぼ
や
」

「
お
一
人
さ
ま
が
八
文
で
す
ば
い
」

「　
ほ　
な　
、　
こ　
こ　
に　
八　
文　
置　
い　
と　
く　
で　
。　
お　
に　
い　
さ　
ん　
、　
九　
州　
の　
出　
身　
か　
？　
」　

「
鹿
児
島
は
桜
島
で
す
ば
い
。
さ
あ
、
ず
っ
と
正
面
、
ず
っ
と
正
面
」

「
正
面
…
…
言
う
て
も
何
も
あ
ら
へ
ん
が
な
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア

着
た
変
な
ジ
ジ
イ
が
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
で
走
っ
て
る
だ
け
や
ん
。お
い
、

こ
れ
が
『
剣
客
商
売
』
か
」

「
そ
の
爺
さ
ん
は
お
い
ど
ん
の
曾
祖
父
さ
ん
じ
ゃ
が
、
い
ま
だ
に
一
日

４
２．

１
９
５
キ
ロ
の
さ
ら
に
倍
、
８
４．

３
９
０
キ
ロ
の
マ
ラ
ソ
ン

を
か
か
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
健
脚
の
持
ち
主
ば
い
。
そ
の
素
晴
ら

し
い
健
脚
を
お
客
さ
ん
に
も
ご
覧
い
た
だ
こ
う
と
い
う
の
が
、『
健
脚

シ
ョ
ー
』
ば
い
」

「
『
健
脚
シ
ョ
ー
』
ば
い
？
　
『
剣
客
商
売
』
と
ち
が
う
ん
か
い
な
。

お
い
、
銭
は
ど
な
い
な
ん
ね
ん
」

「
と
っ
た
ら
も
ぎ
取
り
。
か
わ
ろ
、
か
わ
ろ
」

「
八
文
と
ら
れ
て
し
も
た
。
し
ゃ
あ
け
ど
『
剣
客
商
売
』
と
『
客
商
売
』

ほ
ど
ち
が
う
ゆ
う
の
は
ど
う
か
な
。
お
、
ま
た
見
せ
物
小
屋
が
あ
る
」

「
さ
あ
、
評
判
、
評
判
。
時
代
小
説
の
第
一
人
者
池
波
正
太
郎
先
生
の

代
表
作
『
鬼
平
犯
科
帳
』
や
」

「　
今　
度　
は　
鹿　
児　
島　
弁　
や　
な　
い　
な　
。　
お　
い　
、　
お　
に　
い　
さ　
ん　
、　
一　
人　
な　
ん　
ぼ　
や　
」　

「
お
一
人
さ
ま
が
八
文
や
」

「
ほ
な
、
こ
こ
に
八
文
置
い
と
く
で
」

「
ず
っ
と
正
面
、
ず
っ
と
正
面
」

「
正
面
…
…
言
う
て
も
、
ま
た
何
も
あ
ら
へ
ん
が
な
。
変
な
バ
バ
ア
が

織
物
を
し
と
る
だ
け
や
な
い
か
。
お
い
、
こ
れ
が
『
鬼
平
犯
科
帳
』
か
」

「　
そ　
の　
婆　
さ　
ん　
は　
、　
わ　
し　
の　
曾　
祖　
母　
さ　
ん　
や　
が　
、　
織　
物　
の　
織　
り　
手　
な　
ん　
や　
。　

今
織
っ
て
る
の
は
ハ
ン
カ
チ
用
の
織
物
で
な
、『
織
り
手
・
ハ
ン
カ
チ

用
』
じ
ゃ
」
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「『　
織　
り　
手　
・　
ハ　
ン　
カ　
チ　
用　
』　
？　
　　
『　
鬼　
平　
犯　
科　
帳　
』　
と　
ち　
が　
う　
ん　
か　
い　
な　
。　

お
い
、
銭
は
ど
な
い
な
ん
ね
ん
」

「
と
っ
た
ら
も
ぎ
取
り
。
か
わ
ろ
、
か
わ
ろ
」

「　
ま　
た　
八　
文　
と　
ら　
れ　
て　
し　
も　
た　
。　
し　
か　
し　
、　『　
剣　
客　
商　
売　
』　『　
鬼　
平　
犯　
科　
帳　
』　

と　
き　
た　
ら　
次　
は　
あ　
れ　
や　
と　
思　
う　
け　
ど　
な　
…　
…　
。　
お　
、　
ま　
た　
見　
せ　
物　
小　
屋　
が　

あ　
る　
」　

「
さ
あ
、
評
判
、
評
判
。
時
代
小
説
の
第
一
人
者
池
波
正
太
郎
先
生
の

代
表
作
『
仕
掛
人
・
梅
安
』
や
」

「
や
っ
ぱ
り
か
。
お
い
、
お
に
い
さ
ん
、
一
人
な
ん
ぼ
や
」

「
お
一
人
さ
ま
が
八
文
や
」

「
ほ
な
、
こ
こ
に
八
文
置
い
と
く
で
」

「
ず
っ
と
正
面
、
ず
っ
と
正
面
」

「
正
面
…
…
言
う
て
も
、
ま
た
何
も
あ
ら
へ
ん
が
な
。
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

み
た
い
な
と
こ
に
キ
ャ
デ
ィ
さ
ん
が
お
る
だ
け
や
。
ま
あ
、
わ
し
は

ゴ
ル
フ
好
き
や
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
よ
か
。
お
っ
、
右
に
ス
ラ

イ
ス
し
て
し
も
た
。
次　
は　
左　
に　
引　
っ　
か　
け　
な　
あ　
か　
ん　
な　
。　
キ　
ャ　
デ　
ィ　
さ　
ん　
、　

左　
に　
引　
っ　
か　
け　
る　
に　
は　
ど　
な　
い　
し　
た　
ら　
え　
え　
か　
い　
な　
」　

「
二
番
ア
イ
ア
ン
で
打
ち
は
っ
た
ら
ど
う
で
す
？
」

「　
ほ　
な　
、　
二　
番　
ア　
イ　
ア　
ン　
で　
…　
…　
わ　
か　
っ　
た　
。　
も　
し　
か　
し　
た　
ら　
『　
仕　
掛　
人　
・　

梅　
安　
』　
と　
ち　
ご　
て　
『　
引　
っ　
か　
け　
・　
二　
番　
ア　
イ　
ア　
ン　
』　
か　
」　

「
そ
の
と
お
り
そ
の
と
お
り
」

「
銭
は
ど
な
い
な
ん
ね
ん
」

「
と
っ
た
ら
も
ぎ
取
り
。
か
わ
ろ
、
か
わ
ろ
」

「　
あ　
ー　
、　
え　
ら　
い　
目　
に　
お　
う　
た　
。　
合　
計　
二　
十　
四　
文　
と　
ら　
れ　
て　
し　
も　
た　
が　
な　
。　

も
っ
と
ま
と
も
な
見
せ
物
は
な
い
ん
か
い
な
」

こ
の
男
、
あ
っ
ち
で
と
ら
れ
、
こ
っ
ち
で
と
ら
れ
、
大
き
な
小
屋
の

前
に
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
お
、
こ
れ
は
前
の
や
つ
と
ち
ご
て
、
え
ら
い
大
き
な
小
屋
や
な
。

こ
う
い
う
の
は
ま
と
も
と
ち
が
う
か
」
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「
さ
あ
、
評
判
の
人
面
瘡
や
。
親
の
因
果
が
子
に
報
い
…
…
」

「
こ
れ
は
お
も
ろ
そ
う
や
。
人
面
瘡
ゆ
う
た
ら
、
人
間
の
顔
み
た
い
な

も
ん
が
手
と
か
足
に
で
き
て
、
そ
れ
が
し
ゃ
べ
っ
た
り
、
も
の
を
食
べ

た
り
す
る
や
つ
や
な
。
お
い
、
銭
は
な
ん
ぼ
や
」

「
お
一
人
さ
ま
が
二
十
文
じ
ゃ
」

「
や
っ
ぱ
り
ま
と
も
な
見
せ
物
は
木
戸
銭
も
高
い
な
。
お
い
、
こ
こ
に

置
く
で
」

「
さ
あ
、
ず
っ
と
正
面
、
ず
っ
と
正
面
」

「
な
ん
か
広
い
舞
台
が
あ
る
な
。
さ
す
が
二
十
文
と
る
だ
け
の
こ
と
は

あ
る
わ
。
さ　
っ　
き　
と　
は　
え　
ら　
ち　
が　
い　
や　
。　
お　
、　
な　
ん　
か　
変　
な　
タ　
イ　
コ　
モ　
チ　

み　
た　
い　
な　
や　
つ　
が　
犬　
連　
れ　
て　
出　
て　
き　
よ　
っ　
た　
な　
」　

「
こ
れ
は
こ
れ
は
、
社
長
、
よ
う
こ
そ
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

お
こ
ん
つ
わ
」

「
お
ま
え
は
な
ん
や
」

「　
拙　
は　
司　
会　
進　
行　
役　
の　
繁　
八　
と　
も　
う　
し　
ま　
す　
。　
以　
後　
、　
お　
見　
知　
り　
置　
き　
を　
」　

「
そ
ん
な
も
ん
ど
う
で
も
え
え
。
人
面
瘡
は
ど
こ
や
」

「
こ
こ
に
お
り
ま
す
、
こ
の
犬
の
顔
。
ど
こ
と
な
く
人
間
の
顔
に
似
て

ま
せ
ん
か
」

「
似
て
へ
ん
。
た
だ
の
犬
や
」

「
今
は
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
前
は
も
っ
と
人
間
そ
っ
く
り
で
し
た
。

あ
ん
ま
り
に
も
人
間
に
似
て
る
ん
で
、
薬
で
治
し
た
ん
で
す
」

「
人
面
瘡
が
薬
で
治
る
ん
か
い
。
な
ん
ち
ゅ
う
薬
や
」

「
面
瘡
レ
ー
タ
ム
」

「
あ
ほ
か
」

「
次
に
出
て
ま
い
り
ま
し
た
の
が
人
面
魚
、
そ
の
次
が
人
面
猫
、
人
面

牛
、
人
面
馬
、
人
面
猪
、
人
面
鼠
、
人
面
虎
、
人
面
蛇
、
人
面
兎
、
人

面
羊
、
人
面
狼
、
人
面
蛙
、
人
面
鯛
、
人
面
鰻
、
人
面
豹
、
人
面
蚊
、

人
面
蠅
、
人
面
鯉
、
人
面
鮒
、
人
面
鯰
、
人
面
象
、
人
面
鳩
、
人
面
鶴
、

人
面
熊
、
人
面
狐
、
人
面
狸
、
人
面
鮭
、
人
面
鷲
、
人
面
鷹
、
人
面
隼
、
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人
面
蝶
、
人
面
蛾
、
人
面
狢
、
人
面
猿
、
人
面
鶏
、
人
面
鮫
、
人
面
蚤
、

人
面
豚
、
人
面
鵜
、
人
面
亀
、
人
面
鯨
、
人
面
鵲
、
人
面
鶯
、
人
面
燕
、

人
面
雀
、
人
面
鱈
、
人
面
鯖
、
人
面
鮎
、
人
面
鰯
、
人
面
鴨
、
人
面
鰐
、

人
面
鮪
、
人
面
鹿
、
人
面
蟹
、
人
面
鰹
、
人
面
虱
、
人
面
貂
、
人
面
蛤
、

人
面
蜆
、
人
面
虻
、
人
面
蚕
、
人
面
蛆
、
人
面
蛍
、
人
面
獏
、
人
面
鰺
、

人
面
鮃
、
人
面
鮑
、
人
面
鰤
、
人
面
蛸
、
人
面
鯱
、
人
面
鱚
、
人
面
鱶
、

人
面
鶉
…
…
で
ご
ざ
い
ま
す
」

「　
な　
な　
な　
な　
な　
ん　
や　
ね　
ん　
こ　
れ　
は　
。　
舞　
台　
が　
一　
杯　
に　
な　
っ　
て　
し　
も　
た　
が　
な　
」　

「
勢
揃
い
、
人
面
生
物
、
総
勢
７
５
匹
で
ご
ざ
い
ま
す
」

「
い
や
ー
、
何
考
え
て
ん
ね
や
ろ
な
ー
。
し
ゃ
あ
け
ど
ま
て
よ
。
人
面

犬
、
人
面
魚
、
人
面
猫
、
人
面
牛
、
人
面
馬
、
人
面
猪
、
人
面
鼠
、
人

面
虎
、
人
面
蛇
、
人
面
兎
、
人
面
羊
、
人
面
狼
、
人
面
蛙
、
人
面
鯛
、

人
面
鰻
、
人
面
豹
、
人
面
蚊
、
人
面
蠅
、
人
面
鯉
、
人
面
鮒
、
人
面
鯰
、

人
面
象
、
人
面
鳩
、
人
面
鶴
、
人
面
熊
、
人
面
狐
、
人
面
狸
、
人
面
鮭
、

人
面
鷲
、
人
面
鷹
、
人
面
隼
、
人
面
蝶
、
人
面
蛾
、
人
面
狢
、
人
面
猿
、

人
面
鶏
、
人
面
鮫
、
人
面
蚤
、
人
面
豚
、
人
面
鵜
、
人
面
亀
、
人
面
鯨
、

人
面
鵲
、
人
面
鶯
、
人
面
燕
、
人
面
雀
、
人
面
鱈
、
人
面
鯖
、
人
面
鮎
、

人
面
鰯
、
人
面
鴨
、
人
面
鰐
、
人
面
鮪
、
人
面
鹿
、
人
面
蟹
、
人
面
鰹
、

人
面
虱
、
人
面
貂
、
人
面
蛤
、
人
面
蜆
、
人
面
虻
、
人
面
蚕
、
人
面
蛆
、

人
面
蛍
、
人
面
獏
、
人
面
鰺
、
人
面
鮃
、
人
面
鮑
、
人
面
鰤
、
人
面
蛸
、

人
面
鯱
、
人
面
鱚
、
人
面
鱶
、
人
面
鶉
…
…
ま
だ
七
十
四
匹
し
か
お
ら

ん
で
」

「　
面　
瘡　
も　
ご　
ざ　
い　
ま　
せ　
ん　
。　
拙　
め　
が　
、　
人　
面　
人　
で　
七　
十　
五　
番　
目　
で　
ご　
ざ　
い　
ま　
す　
」　

「
は
あ
ー
…
…
そ
れ
で
、
い
っ
た
い
こ
れ
は
な
ん
や
ね
ん
」

「
わ
か
り
ま
せ
ん
か
。
人
面
７
５
」

「
え
？
」

「
人
面
７
５
」

「
え
？
」

「
な
ん
べ
ん
も
言
わ
し
な
は
ん
な
。
人
面
７
５
」
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「
…
…
銭
は
ど
な
い
な
ん
ね
ん
」

「
と
っ
た
ら
も
ぎ
取
り
。
か
わ
ろ
、
か
わ
ろ
」

「
あ
あ
、
ま
た
し
ょ
う
も
な
い
こ
と
で
銭
と
ら
れ
て
し
も
た
。
お
い
、

田
中
啓
文
」

（
ギ
ク
ッ
）
な
、
な
ん
で
す
？

「　
こ　
ん　
な　
あ　
ほ　
み　
た　
い　
な　
エ　
ッ　
セ　
イ　
で　
原　
稿　
料　
も　
ろ　
て　
え　
え　
と　
思　
と　
ん　
か　
！　
」　

と
っ
た
ら
も
ぎ
取
り
。
か
わ
ろ
、
か
わ
ろ
…
…
。

（
了
）


